
【急傾斜地崩壊対策事業（一般・大規模） 】

大分県津久見市大字津久見 鬼丸地区

○事業目的

当該箇所は大分県中部の津久見市に位置し、保全対象として人家１１戸を含む急傾斜
地崩壊危険箇所である。

近年の梅雨、台風時期の降雨により斜面の小崩壊等が発生しており、土砂災害が発生
すると甚大な被害が予想されるため、地域住民より早期着手の要望が非常に高い箇所で
ある。

○箇所概要
保全人家：１１戸
実施内容：全体計画延長 Ｌ＝１５０ｍ

待受擁壁工 Ｌ＝１５０ｍ
全体事業費：１１０百万円 （Ｒ３～Ｒ６）
Ｒ３事業費：１５百万円 （測量・地質調査・設計）
土砂災害警戒区域等の指定状況：Ｈ３０指定済
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